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♦ 教育功労 ♦

千
ち

葉
ば

 祐
ゆう

悦
えつ

さん（71）

=西根斉藤谷地=

　平成 25 年 12 月に金ケ崎町教育委員
会委員に就任し、平成 26 年 10 月から
平成 28年 9月まで同委員長を務め、平
成 28 年 10 月から令和 4年 9 月まで 2
期 6 年、金ケ崎町教育長として職務に
精励し、教育行政の振興に多大な貢献を
された。

♦ 自治功労 ♦

髙
たか

橋
はし

 由
よし

一
いち

さん（76）

=永栄下谷起=

　平成 14 年 6 月から平成 17 年 11 月
まで金ケ崎町助役を務め、平成 18 年 3
月に金ケ崎町長に初当選して以来、令和
4年 3月まで 4期 16 年にわたり、金ケ
崎町長として職務に精励し、地方自治の
振興発展に多大な貢献をされた。

♦ 民生功労 ♦

佐
さ

藤
とう

　侃
つよし

さん（78）

=永栄後川原田=

　平成 19 年 12 月から令和 4 年 11 月
まで 5期 15 年、金ケ崎町民生委員児童
委員として地域福祉の向上に尽力され、
町勢発展に多大な貢献をされた。

♦ 農業賞 （農業経営部門）♦

　生産性の高い効率的な農業経営を目指し、地域の担い手とし
て水稲中心に経営面積の拡大を図っている。水稲栽培において
は、「金色の風」のほか、町の特産品である酒米の「亀の尾」の
生産にも取り組んでおり、さらに令和 3年からは地域全体の米
の品質向上のためドローンを使った一斉防除に取り組んでいる。
　現在は、金ケ崎町環境保全型農業推進協議会の事務局長や金
ケ崎町認定農業者研鑽会理事、さらに三ケ尻地区基盤整備事業
推進委員会の役員も務め、次代を担う農業者のリーダーとして
地域や仲間たちからの信頼も厚い。
　また、小関氏ら担い手を中心とし、地域全体で支え合い協力
しながら農業を継続していく仕組みの構築により、地域づくり
や地域活性化が図られ、地域農業の維持、発展に多大な貢献を
された。

　踊り手として伝承活動を続け、昭和 63年から金ケ崎中学
校の女子生徒に毎年指導を行っている。
　保存会の存続が難しい時期も地域の方々や自治会等へ、先
人から受け継がれてきた郷土芸能の素晴らしさを伝え続け、
存続の危機を救った功績はもとより、現在も積極的に後継者
育成のため、指導を続けている事は、郷土芸能の伝承の模範
である。
　伝統を絶やすことなく伝承活動に取り組み、地域に根差し
た郷土芸能の発展に寄与し、農民文化の伝承に多大な貢献を
された。

♦ 民生功労 ♦
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=永沢堀切後下=

　平成 19 年 12 月から令和 4 年 11 月
まで 5期 15 年、金ケ崎町民生委員児童
委員として地域福祉の向上に尽力され、
町勢発展に多大な貢献をされた。

※農業賞は岩手ふるさと農業協同組合との共催事業

町
勢
功
労
表
彰
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和
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年

　
町
勢
功
労
表
彰
は
自
治
功
労
、
教
育
功
労
、
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生
功
労

の
３
部
門
か
ら
５
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が
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れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
賞
に
２
人
が
選
ば
れ
、
１
月
５
日
に
行
わ

れ
た
表
彰
式
に
お
い
て
髙
橋
寛
寿
町
長
か
ら
労
い
の
言
葉

と
と
も
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

♦ 農業賞（農民文化部門） ♦

♦ 民生功労 ♦

宮
みや

本
もと

 幸
ゆき

子
こ

さん（70）

=六原東町=

　平成 13 年 12 月から令和 4 年 11 月
まで 7期 21 年、金ケ崎町主任児童委員
として地域福祉の向上に尽力され、町勢
発展に多大な貢献をされた。

小
こ

関
せき
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つよし
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=三ケ尻渋川堤下=

西根甚句踊保存会

佐
さ

々
さ

木
き

 順
じゅん

子
こ

さん（76）

=西根下谷地=


